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付属資料４．事前評価表 
 

作成日：平成 17 年 1 月 7日 

   担当部署：人間開発部基礎教育第 2 チーム 

１．案件名 

 メキシコ国チアパス州都市部スラム地域における女性の生活向上プロジェクト 

２．協力概要 

 （１） プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

本プロジェクトでは、リーダーシップ研修、識字教育、ライフスキル講習、職業訓練、女性の子ども

を対象とした就学前保育・教育の実施を通じて、女性の自立や組織化を促進するための能力開発を

行う。 

なお、本プロジェクトはPROTECO（提案型技術協力）課題対応タイプの案件であり、1982年に住民

参加型の国際協力実施機関として設立された特定非営利活動法人 ICA文化事業協会の経験やノ

ウハウを活用する形で実施される。 

（２） 協力期間 

２００５年３月～２００８年３月（３年間） 

（３） 協力総額（日本側） 

約１.５億円 

（４） 協力相手先機関 

チアパス州社会開発局、同局所管の「開発のための学習コミュニティ（CAD）」、チアパス州教育

局、チアパス教育サービス 

（５） 国内協力機関 

特定非営利活動法人 ICA文化事業協会 

（６） 裨益対象者と規模など 

実施場所 

チアパス州の2都市（州都トゥクストゥラ・グティエレス市、以下TGZ市及びサン・クリストバル・デ・ラ

ス・カサス市、以下SCC市）の６つのモデル・コミュニティ 

裨益対象者 

1. カウンターパート16名（チアパス州社会開発局11名、教育局-チアパス教育サービス基本教育部
イニシアル教育課5名）及びNGO関係者６～8名 

2. リーダーシップ研修に参加した女性約210名（ＳＣＣ市約150名、ＴＧＺ市約60名） 
3. この他、プロジェクト中に実施する啓発広報活動を通じて、1コミュニティあたり約100名、計約600
名の女性が裨益者として想定されるほか、上記２．における約210名の女性が、各自居住地周辺

女性10～20名を組織して生活向上活動を展開することが期待され、この場合約2,100～4,200名の

女性とほぼ同数の子供の間接裨益者が想定される。 

 

３．協力の必要性・位置付け 

 （１） 現状と問題点 

メ国においては、1980年代半ばからの開放市場経済への政策転換以降悪化したとされる国内に

おける社会経済的格差の是正が喫緊の課題として存在しており、その歴史的な経緯から開発が最も

遅れているチアパス州への投入が重視されている｡ 
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同国においては開発の遅れを成人非識字率、成人の初等教育未修了率、上下水道・電気・ガス・

土間の有無を指標とする住宅の状況、人口5,000人以下の集落の割合、最低賃金の2倍の収入に満

たない人口の割合などを総合して算定される「マージナル指標（Índice y grado de marginación）」が用

いられており、同州はその指標では全国最下位である。また同州は州別のGDPでは全国最下位、そ

して貧困者数では全国で2番目となっており、州人口3,799千人の52.4％にのぼる約1,990千人が貧困

にあえいでいる。2000年の国民一人当たりのGDPを見ると、全国レベルでは7,495ドルであるのに対

して、チアパス州全体では3,302ドル、そして市町村レベルで見ると州都のTGZ市は8,116ドル、チア

パス第4の都市であるSCC市は5,073ドルであるのに対して、チアパス高地のSCC市から数十分に位

置する多くの先住民族人口が優勢である多くの市町村が1,000ドル以下の数値となっている。 

プロジェクト対象地域であるTGZ市とSCC市は最も急激に都市化が進んでいる地域であり、農村

からの流入人口によって形成される都市部スラム地域の拡大が環境破壊、治安の悪化、貧困層の

増大などの問題を深刻化させている。これまでの調査を通じて、政治・経済・社会・文化・宗教といっ

た様々な問題により離村を余儀なくされた人々が都市部に移住してスラム街を形成していること、移

住後徐々に生活基盤を整備しながら定住して世代を重ねていくというパターンが多く見られ、一過性

の取り組みでは根本的な問題解決に至らないことが明らかになった。また、様々な暴力の蔓延と差

別に根ざした社会的抑圧の存在、男性のアルコール依存症や家庭内暴力に起因する家庭崩壊、若

年層の薬物使用に伴う青少年非行の問題など、都市部スラム地域には様々な問題が重層的に存在

しており、特に女性と子どもが極めて深刻な被害を被っていることも判明した。1994年のサパティスタ

運動の開始以降、国際機関やNGOなどからの同地への支援が拡大しているが、その多くは農村部

を対象としており、都市部スラム地域はこのような国内外からの支援からも取り残されている状況に

ある。 

このような背景の下、本案件では、女性の自立や組織化を促進するための能力開発の一環とし

て、各種研修や就学前保育・教育を実施し、対象地域の女性の生活向上を目指す。 

（２） 相手国政府国家政策上の位置づけ 

メ国の「国家開発計画2001―2006年」では、社会経済開発の基盤としての人材開発の重要性が

説かれており、教育分野についても世界的目標である「万人のための教育」達成に向けて国家が取

り組むべき最優先課題として明確に位置づけられている。また、「チアパス州開発計画2001―2006

年」によれば、近年になって漸く開発主体としての女性の役割が重視されるようになった一方で、女

性が抑圧的な状況に置かれていることが指摘されており、貧困の再生産を断ち切るべく、女性支援

の重要性が謳われている。 

加えて、同国の教育分野では2003年から5～6歳児を対象とした就学前教育が義務化され、これ

以前の子どもを対象とする早期幼児教育（Educación inicialまたはECD：Early childhood 

development）の充実も期待されている。しかし、これらの教育をすべて公的負担で賄うことは不可能

であり、コミュニティのイニシアチブによる就学前教育推進プログラム（Programa “Habitat”）が開始さ

れているが、対象地域が限定されていたり、早期幼児教育のノウハウが未熟であるなどの問題を抱

えており、当該分野への支援への要望も高い。 

さらに女性支援(社会開発セクター)とECD(教育セクター)という異なったセクターの課題に異なった

ステークホルダーが共同で取り組む試みは、現在同州が農村部で生活改善プログラム（「より良い生

活(Una vida mejor)」）を実施しており、本プロジェクトは右プログラムの都市スラム地域への適用のパ

イロット事業という位置づけもある。 

以上より、都市部スラム地域における女性支援とECDを実現するための本プロジェクトは、同国に
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おける政策的な妥当性が確保されている。 

（３） 日本の援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け 

国際的な開発目標（「ミレニアム開発目標（MDGs）」「ダカール行動の枠組み」）ではスラム居住者の

生活改善、就学前保育・教育の拡大及び改善が掲げられている。日本の援助方針（「ODA 大綱」

「ODA 中期政策」）では、人間の安全保障の観点から教育分野の協力に高い優先度を置いており、

また公平性の観点から地域格差の是正も重要視されている。更に、JICA 国別事業実施計画におい

ても、地域格差是正とりわけ南部地域における協力を重点分野として掲げており、日本側における

援助政策に合致している。 

４．協力の枠組み 

 （１） 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

プロジェクト目標 

チアパス州において都市部スラム地域に居住する女性の能力開発を通じた生活向上モデルが確立

される。 

指標 

・モデル・コミュニティにおける女性の生活改善状況（測定手段：質問票、インタビュー、モニタリング、

社会開発及び人間開発統計資料等） 

 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

上位目標 

本プロジェクトにおいて開発された女性の生活向上モデルが他州（特に南部諸州）に普及する。 

指標 

本プロジェクトで開発された女性の生活向上モデルが、チアパス州内1コミュニティー及びメキシコ

南部諸州内の 1 コミュニティにおいて採用される。 

 

（２） 成果（アウトプット）と活動 

成果１． 

リーダーシップ研修により、チームワークが促進・醸成され、女性グループが組織化される。 

 

活動 1-1. C/P 及び NGO関係者に対するトレーナーズオブトレーニングの実施 

活動 1-2. 各種リーダーシップ研修（参画型ファシリテーション技術、戦略策定、グループ組織化等）

の立案・実施の促進 

活動 1-3. 研修マニュアル及び教材の作成・配布 

活動 1-4. フォローアップ・モニタリング・評価のためのコミュニティ訪問 

 

指標 

・トレーナーズオブトレーニング修了者数 

・各種リーダーシップ研修修了者数 

・参加者の理解度、満足度、受講者数の変化 

・組織化された女性グループ数 

・研修マニュアル及び教材の活用状況 
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成果２． 

ニーズに基づく女性の自立のための各種訓練・研修の実施体制が確立する。 

 

活動 2-1. 女性の能力開発ニーズの調査 

活動 2-2. 女性に対する各種訓練・研修（識字教育、保健衛生・栄養等のライフスキル教育、洋裁・

コンピューター・コミュニティファイナンス等の職業訓練等）の立案・実施の促進 

活動 2-3. 研修マニュアル及び教材の作成・配布 

活動 2-4 フォローアップ・モニタリング・評価のためのコミュニティ訪問 

 

指標 

・訓練・研修の実施に携わる関係者の能力の向上度 

・各種訓練・研修修了者数 

・参加者の理解度、満足度、受講者数の変化 

・研修マニュアル及び教材の活用状況 

 

成果３． 

子どものケア（就学前保育・教育）のための実施体制が確立する。 

 

活動 3-1. 子どものケア（就学前保育・教育）に携わるスタッフ（コミュニティの母親含む）への研修 

活動 3-2. 子どものケア（就学前保育・教育）の立案・実施の促進 

活動 3-3. 研修マニュアル及び教材の作成・配布 

活動 3-4. フォローアップ・モニタリング・評価のためのコミュニティ訪問 

 

指標 

・スタッフ研修修了者数 

・スタッフの立案・実施能力の向上度 

・コミュニティ学習センター（子どものケアの実施施設）の利用状況 

・研修マニュアル及び教材の活用状況 

 

成果４． 

モデル・コミュニティにおいてコミュニティ学習センターが建設・整備され、それらの自立的な運営管理

体制が確立する。 

 

活動 4-1. モデル・コミュニティにおいてコミュニティ学習センターが建設・整備される。（２ヶ所の建設

を日本側でサポートし、１ヶ所は既存施設を整備・利用） 

活動 4-2. コミュニティ学習センターのスタッフへの運営管理研修の実施 

活動 4-3. 運営管理マニュアル、コミュニティ・モニタリングガイドラインの作成・配布 

 

指標 

・モデル・コミュニティにおけるコミュニティ開発センターの建設・整備状況 
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・スタッフの運営管理能力の向上度 

・運営管理マニュアル、コミュニティ・モニタリングガイドラインの活用状況 

・コミュニティ学習センターの運営管理・活用状況 

・コミュニティ学習センターの稼動状況（運営記録簿に見る入所率、コース修了率、予算執行率等の

変化） 

 

（３） 投入（インプット） 

Ⅰ． 日本側 

・専門家派遣： 

 滞在型：2名 プロジェクトマネージャー、技術スタッフ【ジェンダー】 

 短期： トレーニングアドバイザー2名×3回×3年 

・研修員受け入れ： 

 年間3名程度 

・供与機材： 

 研修用機材、車両、パソコン等事務機器 

・現地業務費： 

ローカル人材（ファシリテーター１名、外国人トレーナー2名、メキシコ人トレーナー６名、幼稚園教

師）活用に係る経費 

トレーニング費 

教材購入費 

コミュニティ開発センター建設費（２ヶ所：１ヶ所は既存施設を使用） 

 事務費・雑費 

 

Ⅱ． メキシコ側 

・カウンターパートの配置： 

1） 州政府プロジェクトディレクター（社会開発局長） 

2）州政府プロジェクトマネージャー(2名：社会開発局1名、教育局1名) 

3） 州政府（1６名） 

① 社会開発局：11名 

② 教育局：5名 

・カウンターパートの出張旅費 

・セミナー開催費用 

・事務経費 

・職業訓練施設と保育所建設のスペース提供 

・供与機材のIVA（消費税）負担 

 

（４） 外部要因（見たされるべき外部条件） 

① 前提条件 

 本プロジェクトがチアパス州の社会開発及び人間開発政策と整合している。 

② 成果（アウトプット）達成のための外部条件 

· モデル・コミュニティの治安が確保される。 
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· 社会開発局及び教育局等のカウンターパートが適切に配置され、プロジェクトに参画する。 

③ プロジェクト目標達成のための外部条件 

· チアパス州における連邦政府および州政府の社会開発及び人間開発の政策が大幅に変更しな

い。 

· チアパス州において所得水準が急激に悪化しない。 

④ 上位目標達成のための外部条件 

· メキシコ南部諸州における連邦政府および州政府の社会開発と人間開発の政策が大幅に変更し

ない。 

５．評価５項目による評価結果 

  以下の視点から評価した結果、協力の実施は適切と判断される。 

（１） 妥当性 

以下の観点から、本プロジェクトの妥当性は非常に高いと判断される。 

 上位計画との整合性 
メ国の「国家開発計画2001―2006年」では、社会経済開発の基盤としての人材開発の重要性が

説かれており、教育分野についても世界的目標である「万人のための教育」達成に向けて国家が取

り組むべき最優先課題として明確に位置づけられている。また、「チアパス州開発計画2001―2006

年」によれば、近年になって漸く開発主体としての女性の役割が重視されるようになった一方で、女

性が抑圧的な状況に置かれていることが指摘されており、貧困の再生産を断ち切るべく、女性支援

の重要性が謳われている。 

加えて、同国の教育分野では2003年から5～6歳児を対象とした就学前教育が義務化され、これ

以前の子どもを対象とする早期幼児教育（ECD：Early childhood development）の充実も期待されて

いる。しかし、これらの教育をすべて公的負担で賄うことは不可能であり、コミュニティのイニシアチブ

による就学前教育推進プログラム（Programa “Habitat”）が開始されているが、対象地域が限定され

ていたり、早期幼児教育のノウハウが未熟であるなどの問題を抱えており、当該分野への支援への

要望も高い。 

さらに女性支援(社会開発セクター)とECD(教育セクター)という異なったセクターの課題に異なった

ステークホルダーが共同で取り組む試みは、現在同州が農村部で生活改善プログラム（「より良い生

活(Una vida mejor)」）を実施しており、本プロジェクトは右プログラムを都市スラム地域へ適用するた

めのパイロット事業という位置づけもある。 

以上より、都市部スラム地域における女性支援とECDを実現するための本プロジェクトは、同国に

おける政策的な妥当性が確保されている。 

 日本政府の援助政策との整合性 
国際的な開発目標（「ミレニアム開発目標（MDGs）」「ダカール行動の枠組み」）ではスラム居住者

の生活改善、就学前保育・教育の拡大及び改善が掲げられている。日本の援助方針（「ODA大綱」

「ODA中期政策」）では、人間の安全保障の観点から教育分野の協力に高い優先度を置いており、

また公平性の観点から地域格差の是正も重要視されている。更に、JICA国別事業実施計画におい

ても、地域格差是正とりわけ南部地域における協力を重点分野として掲げており、日本側における

援助政策に合致している。 

 現地のニーズ 
メ国内において、チアパス州はマージナル指標が最下位であり、その中でも都市部スラム地域は
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特に貧困度が高いものの、農村部に手厚かった社会開発政策の枠組みの中で従来なおざりにされ

ていた地域であることから、対象地域選定の妥当性は高い。 

また、対象地域である都市部スラム地域は教育機会に恵まれず、定職を持たない女性の割合が

高く、その多くはシングルマザーである。そのため、識字教育、ライフスキル教育、職業訓練といった

能力開発のための研修を受けたくとも、子どもの世話で忙しくそのための時間を捻出できない場合

が多い。調査の結果でも、保育・託児施設があれば研修を受講したいという女性が多いことが明らか

となったことから、女性に対する能力開発研修と子どものケアを組み合わせて実施することは妥当性

が高いと判断できる。 

 

（２） 有効性 

以下の観点から、本プロジェクトの有効性は高いと予測される。 

 「TGZ市およびSCC市の都市部スラム地域に居住する女性の能力開発モデルが確立される」とい
うプロジェクト目標達成のためには、女性の能力開発のための研修を実施するだけでなく、子ども

のケアを同時に行うことが必要であり、かつその持続的な仕組みを構築するためには事業の基盤

となるコミュニティ学習センターの運営管理体制を確立する必要がある。本プロジェクトでは、社会

開発局及び教育局を協力機関と位置づけ、社会開発及び人間開発セクターの連携事業として展

開する計画であり、この３つのアプローチを包括的に組み込んでいることから、プロジェクト目標の

達成見込みは十分あると考えられる。 

 本プロジェクトのC/Pとして想定されるチアパス州社会開発局は、現知事の政権発足に伴って
2000年に設立された新しい機関ではあるが、同局幹部の多くがNGO関係者であったことから、幅

広いネットワークを有しており、コミュニティの事情にも詳しい。また、その下部機関として存在する

開発のための学習コミュニティ（CAD）は、昨年より現地NGOの参加を得て女性のリーダー研修を

実施している。以上から、同局を本プロジェクトのC/Pとして位置づける有効性は高い。 

 プロジェクトの主要コンポーネントであるECDは州教育局が担当している。都市部での就学前教育
の普及活動を実施している同局の地区コーディネーターやプロモーターはECDに関する知見・経

験・ノウハウを有しており、さらにプロモーターはコミュニティの女性リーダーとしての素質も持って

いることから、同局を本プロジェクトのC/Pとして位置づける有効性は高い。 

 

（３） 効率性 

以下の観点から、本プロジェクトの効率性は良いと予測される。 

 本プロジェクトには協力のコンポーネントである女性支援とECDでの経験を持つNGOが参加する
計画であり、さらにベースラインサーベイとモニタリングには南部国境地帯のコミュニティ開発問題

の専門研究機関である南部国境大学院（El Colegio de la Frontera Sur: ECOSUR）といった機関の

研究者の協力を得る計画であることから、効率的な協力活動の展開が可能である。 

 日本政府はこれまでチアパス州政府及び州内の NGO に対して、開発調査、技術協力プロジェクト
（「ソコヌスコ地域小規模生産者支援計画」）、草の根・人間の安全保障無償を通じて社会開発課

題に関する協力を実施してきた。本プロジェクトでは、これらの協力を通じて得た知見・ノウハウが

活用できるという点でも効率性が高い。 
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（４） インパクト 

以下の観点から、本プロジェクトのインパクトは大きいと予測される。 

 メキシコの他州においても、チアパス州同様に都市スラムの貧困問題を抱えており、近年におい
て都市スラムの社会開発・人間開発に取り組むプログラムが連邦レベル・州レベルで検討されつ

つある。かつ、その試みの多くは女性層への対応が中心課題となっていることから、本プロジェク

トで構築した女性の能力開発モデルが州の開発政策に反映され、上位目標である他地域への波

及が達成される見通しがある。 

 マイナス面のインパクトに関しては、現段階で具体的に予測されるものはないが、女性を対象とし
たプログラムであることから、男性が排除されたり、男女間（夫婦間）の対立の原因にならないよう

活動のプロセスにおいて配慮する。 

 

（５） 自立発展性 

以下の観点から、本プロジェクトの自立発展性は大きいと予測される。 

 本プロジェクトでは、既存の研修機関・行政システムをセクターを越えて効率的に連携させることで
最大限活用する方針であり、新たな組織や制度の設立は伴わないため、プロジェクト終了後も持

続的な活動が期待できる。 

 公的機関に加えて、現地には優秀な現地NGOや研究機関が存在している。これらのうちいくつか
の団体の活動は本プロジェクトの趣旨と一致しており、それらの機関を上手く活用することによっ

て、プロジェクト実施中に技術移転された手法が協力終了後も継続・普及する可能性が見込まれ

る。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

  本案件は都市部周辺に形成されるスラム街に居住する女性が裨益者となっていることから、貧
困・ジェンダー問題へ直接的にアプローチするプロジェクトと言える。但し、女性のエンパワーメント

の課題への取り組みは男女間、特に家庭における夫婦間の対立を引き起こすリスクを伴っている

ため、本案件では、夫の理解を得る活動も同時に行いつつ、女性の経済的自立を目指した能力

開発活動を展開する計画である。 

 特にSCC市において顕著に見られる傾向ではあるが、チアパス州の大部分の都市周辺部は森林
地帯である。そこではスラムの展開そのものだけではなく、安価な燃料としての薪を得るための森

林破壊という深刻な問題が存在する。本案件で家庭の収入とコミュニティの生活環境改善が達成

されると、LPGといった環境を破壊しない燃料を購入することが可能になることが期待される。 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

 女性の能力開発と子どものケアを組み合わせた案件としては、開発調査「セネガル国子どもの生活

環境改善計画」（2001年12月～2004年9月）があり、職業訓練実施の際には、事前にマーケティング

を綿密に実施した上で市場ニーズを把握する必要があること、女性の生活サイクルに合わせて訓練

時間を設定すべきであること、また子どものケアを行う際には、栄養面・保健医療面にも配慮するこ

とが重要であること、コミュニティのニーズに応じて対象児の年齢を設定すべきであること等の教訓

が得られている。本プロジェクトでも右教訓を考慮してプロジェクトを実施していく方針である。また、

チアパス州農村部を対象として現在実施中の技術協力プロジェクト「ソコヌスコ地域小規模生産者支

援計画」からも、同州は非常に大きい州であるため、モデルをモデルで終わらせず州政府の理解・協
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力を得るためには広報が非常に重要であるという教訓を得ており、プロジェクト形成段階から考慮し

ている。 

８．今後の評価計画 

 ・中間評価：2006 年 10 月頃（連邦政府と州政府の次期政権の体制が決まった頃） 

・終了時評価：2007 年 8 月（新政権との打合せとなる） 
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付属資料 5．ベースラインサーベイとモニタリングの提案書(仮訳) 
 
１．序論 
 本提案書は「メキシコ国チアパス州都市部スラム地域における女性の生活向上プロジェクト」のベース

ラインサーベイと評価手段の提案を作成するために実施した作業に関するものである。 
 作業は 10月と 11月に JICA と Dr. Antonio Saldivar Morenoの間で合意された T/Rに従って実施され
た。 
 
① 活動内容 
• 伊藤・Martin両氏との作業ミーティングを持った。 
• JICA事務所の安藤氏、久保倉氏および小谷氏との報告と進捗状況提示のミーティングを持った。 
• 開発のための学習コミュニティー「La Albarrada」を通じて州政府の社会開発局が現在実施している
SCCの貧困スラム街の女性との各種イベントに参加した。 
• JICA の専門家と Martin 氏によってファシリテーションで行われた貧困スラム街の女性との企画の
ためのワークショップに参加した。 
• 南部国境研究所（ECOSUR：El Colegio de la Frontera Sur）の保険、教育、栄養及びジェンダーが専
門の研究者達とのミーティングを持った。 
• 社会開発プログラムのテーマに関するドキュメントを検索した。 
 
② プロジェクトの影響地域 
• SCC市周辺の 4 コミュニティー 
• TGZ市周辺の 2 コミュニティー 
 
 社会経済転換のプロセスを計測する既存の指標は非常に一般的であることを考慮して、ター別途グル

ープの固有の要素からプロジェクトのための固有の手段を設計することとした。 
 その意味でプロジェクトの育成のアクションとフォローアップの中で期待される改善を総合的に把握す

るための定量的指標と定性的指標を使用することを提案する。 
 
２．定性的手段 
 定性的手段はターゲットグループ、つまりこの場合はプロジェクトに参加する各スラム街を代表する女

性グループとの作業の実施から適用される。そのために適用される活動、技術、目的及び手順を説明す

るミーティングのための説明書を作成した。両方の市について、情報を補足し、参加することを想定する

女性全体に有効なサンプルを得るために、女性の数に応じて20名から25名の女性が参加することが期
待される数回のワークショップを実施する。 
 
 一日の日課 
 女性の生活における通常の 1 日の日課のまとめを行い、朝起きてからとこにつくまでの様々な活動と
関係を持つアクター（配偶者、子供、隣人等）を確認する。この手段はベースラインとして役立ち、プロジ

ェクトの女性達の日常生活の状況と家庭内での関係の様態が変わったかどうかを知ることができる。同

様に女性達の休日と平日の日常生活の状況のさも知ることができることは重要である。情報は 1日中に
実施するより重要な活動に応じた 3人の女性の各グループをベースに入手する。 
 
 生活の歴史 
 生活の歴史は民族学と原典解釈学分析の中で基本的な手段になってきた。評価の過程において、女

性達の生活の条件と状況の転換におけるきっかけとなった要素を確認することを可能とするために、女

性達の異なった生活を文書化する。プロジェクト修了の時点と展開過程において、彼女達の貧困状況と

その家族の生活の改善のための基本的要素としてプロジェクトの活動が認識されることが期待される。 
 個別に適用され、公平な分析の戦略が適用され、これは巣の生活の展開における重要な変換のきっ

かけとなったことから出発することになる。  
 
① 家庭福祉のマトリックス 
 女性とその家族の生活の条件に介在している状況の要素を知るために、定量的手段と定性的手段を

同時に組み合わせた家族福祉のマトリックスを適用(次頁の表を参照のこと)する。個別に適用し、その
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後グループごとに取り扱い、各要素の状況の採点を行い、その採点を付けた理由を問いかける。女性達

の理由を記録し、プロジェクトの展開中と終了時の差異を見られるようにする。 
 実施されるプロジェクトが修了した時点で、これらの採点が好転し、状況の各要素が顕著に変化が現

れるように女性が認識することが期待される。 
 プロジェクトが個々の女性の能力を改善することができたとしても、女性とその家族の状況の総合的な

改善が困難となることで、状況をめぐる諸条件は変化市ない可能性があることから、これらの要素の分

析は必要不可欠である。 
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② 社会アクター 
 女性達が関係を持つ社会アクターを把握するために、Venn のダイアグラムとして知られるツールが用
いられる。この手段はグループに対して適用され、模造紙の中心に｢女性達｣をもってきて、その周りに同

心円を描いていく。女性達に日常生活における社会アクターを思い浮かべるように指示する。 
 提供されたデータは、現在受益者となっている機関、市民団体及びプログラム、そしてそれらの重要性

に関する認識を確認するためのベースラインとなる。 
 
③ 転換のプロセス 
 生活の状況において現れつつある変化を知るために、現状と望むところに関する認識を、「以前はどう

でしたか？」、「今はどうですか？」、そして「どうありたいですか？」という事項を記録する表を作成する。

彼女達の生活の異なった局面に関しては、例えば女性の役割、配偶者、子供等との関係、家庭におけ

る仕事、健康、食糧、教育及び女性の価値等が挙げられる。 
 この情報はグループ単位で入手し、プロジェクトの介入によって得られた変化を知るために記録される。

これらの変化の運席は女性自身がそれに気付き、フィードバックを実行し、達成した変化を自覚すること

になる。 
 
④ 姿勢 
 姿勢(態度)の変化を評価するために、ベースラインを確定できるようにし、その後は現れた改善の有無
を新たに分析するために、彼女達の現状の認識を可能とする「ステップ」を作成するためのベースとなる

概念を女性達と一緒に築き上げる。このプロジェクトのために提案する姿勢とは、自尊心と創造性であ

る。 
 
⑤ 女性達によって提案された指標の構築 
 グループとして彼女達にいくつかの重要と思われる指標を提案してもらうようにもちかけ、それらを研究

に含める。 
 
３．定量的手段 
 女性達とその家族の生活の状況と条件の改善を測定するために、以下の加重ファクターから個別の

指標を構築した。 
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女性と子供の福祉指標 
基準 重

要

性 

評価の様式 重要度 備考 

前の月に母親

または子供が

病気または痛

みの治療のた

めに何回医者

に掛かったか。 

0- 医者または診療所に行かなかった。
1- 母の痛みまたは病気の治療に数回
行った。 
2- 子供の痛みまたは病気の治療に数
回行った。 
3- 1 回以上母または子供の痛みまた
は病気の治療に数回行った。 
4- 前年に何らかの診断のために数回
行った。（Papanicolau、歯の検査、ワク
チン等） 

 仮定としては、能力開発が

母と子の健康のケアの向上

をもたらすと仮定して、評価

を高くする。 
 定期的に検診を受けること

を義務付けている政府のプ

ログラムへの女性の参加を

考慮すべきである。 

保健 
 

3 

前の月に母親

または子供が

病気または痛

みの問題を持っ

たか。 
 

0- 母または子供に何らかの病気また
は痛みがあった。 
1- 子供に何らかの病気または痛みが
あった。 
2- 母に何らかの病気または痛みがあ
った。 
3- 病気も痛みもなかった。 

 定性的情報を得るために

病気や痛みのタイプが追加

的に分析される。 
病気の季節ファクターを確保

するためにインタビューは同

じ時期に行わなければなら

ない。 
メッセージの読

み書きができる 
4- メッセージの読み書きができる。 
2- 読み書きができる。 
0- メッセージの読み書きができない。

 

基本的演算が

できる（ +－×
÷） 
 

4-基本的演算ができる。 
2- 暗算で基本的演算ができる。 
0- 筆算で基本的演算ができない。 

 

母親の学歴 6- 中卒またはそれ以上 
5- 小学校卒 
4- 小学校 5年修了 
3- 小学校 3年修了 
2- 小学校 1年修了 
0- 無学歴 

 

教育と育

成 
 

5 

1 年間を通じて
受けた訓練の

数  
 

4- 2回研修を受けた。 
2- 1回研修を受けた。 
0- 研修を 1回も受けていない。 

労働のための育成または保

健と教育の訓練を考慮す

る。 

労働 5 賃金労働 
 

0- 賃金労働に就いていない。 
1- 賃金労働に就いている。 
2- 社会保険を伴った賃金労働に就い
ている。 

同様に就労していう r経済活
動を分析する。 

収入 4 月当りの収入 3- インフレを上回る収入向上。 
2- 収入向上。 
1- 収入向上なし。 
0- 収入減少。 

 

住居 3 家庭における基

本サービスの

指数 
 

3- 最低 3 つまたはそれ以上の基本サ
ービスがある。 
2- 最低 2つの基本サービスがある。 
1- 最低１つの基本サービスがある。 
0- いかなる基本サービスも無い。 

基本的公共サービス： 
水道、電気、下水、電話、ご

み収集。 
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居住状況 2- 1室に 2名。 
0- 1室に 2名以上。 

 過密状況は住居の 1 室当
りの平均急従者数である。 
 許容限度は、都市部では 2
名、農村部では 2.5 名となっ
ている。 

家庭の基本設

備指数 
 

3- 最低 3 つまたはそれ以上の基本設
備を持つ。 
2- 最低 2つの基本設備を持つ。 
1- 最低 1つの基本設備を持つ。 
0- 1つも基本設備を持たない。 

(最低 3つの基本設備を持つ
住居：ラジオ、テレビ、ガスコ

ンロ、冷蔵庫、洗濯機、ミキ

サー) 

食事 3  0 歳児から 5
歳児までの子

供で栄養失調

の子供の割合 
 食習慣 

4- 通常 
2- 軽度 
1- 中程度 
0- 激度 

 

新 知 識

／ 能 力

／態度 

5 知識・能力・態

度 
6- 新しい知識と能力を日常生活に適
用している。 
3- 新しい知識を習得した。 
0- 特に新しい知識を得なかった。  

知識と能力の試験を行う。 

資 金 ／

貯蓄 
4 貯蓄と借金 4- 1年以上貯蓄している。 

3- 1 年以下ではあるが貯蓄をしてい
る。 
2- 貯蓄をしていない。 
0- 借金がある。 

 

自尊心  自己評価 6- 顕著に改善した。 
3- 顕著に改善した。 
0- 改善しなかった。 

サポートとして自己評価のス

テップを使用する。 

文 化 的

アイデン

テ ィ テ ィ

ー 

4  
 

自身の文化と他の文化を分析する。 
 
0- 拒絶  
2- 許容  
3- 部分的に受け入れる 

言語、服装、伝統・習俗、技

術、組織形態、生活様式 

組 織 の

文化 
5 ある組織グル

ープに参加して

いる。 

4- 積極的に組織プロセスに参加して
いる。 
2- ある組織グループに参加している。
0- どのグループにも参加していない。

活動のタイプを分析する。 

ジェンダ

ー の 均

衡 

3 中高等教育へ

の母親の期待 
6- プロフェッショナル育成の期待を持
つ。 
4- 技術・職業訓練の期待。 
2- 中学校卒業への期待。 
1- 小学校卒業への期待。 
0- 何も期待していない。 

5 歳以下の子供達に対する
母親の期待の男女の違いに

関してジェンダーの基準を適

用する。 

 
 情報を収集するために、並行して分析をすることが可能なようにプロジェクト期間中と終了時にアンケ

ート調査を行い、基準毎の分析も同様に、どの局面に顕著な改善が見られたかどうかを確認することを

可能とする。 
 ターゲットグループでの作業において基準が詳しく定められ、手段が修正され、これによって質問が理

解されやすく、信頼性のある情報が得られる可能性のあるものになる。 

－ 100 －



付
属
資
料

6．
 
 
 
 
 
「
メ
キ
シ
コ
国
チ
ア
パ
ス
州
都
市
部
ス
ラ
ム
地
域
に
お
け
る
女
性
の
生
活
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
確
立
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
書
 

 全
般
調
整
：
D
r.
 A
n
to
n
io
 S
al
d
ív
ar
 M
o
re
n
o
 

E
l 
C
o
le
gi
o
 d
e
 l
a 
F
ro
n
te
ra
 S
u
r（
E
C
O
S
U
R
）
M
E
X
IC
O
 

目
的
：
 

• 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
設
計
す
る
 

• 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
裨
益
者
と
な
る
女
性
を
対
象
と
し
た
参
加
型
評
価
の
各
手
段
を
適
用
す
る
。
 

• 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
育
成
と
訓
練
の
重
要
性
に
関
し
て
、
参
加
者
に
分
析
さ
せ
熟
考
さ
せ
る
。
 

 

課
題
 

目
的
 

技
術
 

手
順
 

補
助
教
材
 

時
間
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

Ⅰ
．
自
己
紹
介
と
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
作
り
 

1.
2 

 
参
加
者
の
自
己
紹
介
 

− 
参
加
者
同
士
が
信
頼
で
き

る
雰
囲
気
を
作
り
出
す
。
 

格
言
集
 

− 
各
カ
ー
ド
に
半
分
に
分
け
た
一
般

的
な
格
言
を
書
き
、
こ
れ
を
参
加

者
に
配
る
。
そ
の
後
こ
の
格
言
で

ペ
ア
に
な
っ
た
2
人
は
 皆
に
名

前
、
居
住
地
区
、
子
供
の
数
及
び

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
を
良
い
な

が
ら
自
己
紹
介
を
す
る
。
 

− 
カ
ー
ド
 

− 
マ
ー
カ
ー
 

 
参
加
者
の
氏
名
 

1.
2 

 
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
何

を
期
待
す
る
か
 

 

− 
参
加
者
に
期
待
す
る
こ
と

を
知
る
。
 

ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
 

− 
参
加
者
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
語
り
、
そ

れ
を
模
造
紙
に
書
き
込
む
。
 

− 
模
造
紙
 

− 
マ
ー
カ
ー
. 

− 
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
 

 
参
加
者
が
期
待
す
る
こ
と
 

1.
3 

 
テ
ー
マ
と
目
的
の
紹
介
 

− 
グ
ル
ー
プ
全
員
に
対
し
て

テ
ー
マ
と
目
的
を
納
得
さ

せ
る
。
 

− 
ど
の
テ
ー
マ
が
参
加
者
の

期
待
に
該
当
す
る
か
を
確

認
す
る
。
 

説
明
 

− 
O
H
P
シ
ー
ト
に
よ
り
テ
ー
マ
と
目
的

の
紹
介
を
す
る
。
 

− 
O
H
P
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
 

− 
O
H
P
シ
ー
ト

2
0
 m
in
. 

最
終
的
な
課
題
 

目
的
と
話
し
合
う
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
合
意
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課
題
 

目
的
 

技
術
 

手
順
 

補
助
教
材
 

時
間
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

1.
4 

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
と

展
開
の
達
成
を
容
易
に
す

る
合
意
 

− 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
業
ル

ー
ル
を
一
緒
に
確
立
す
る
 

ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
 

− 
全
員
が
参
加
し
て
、
時
間
割
、
休

憩
及
び
グ
ル
ー
プ
参
加
の
方
式
に

つ
い
て
の
合
意
を
行
う
。
 

− 
模
造
紙
 

− 
マ
ー
カ
ー
. 

− 
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
 

1
0
 m
in
. 

作
業
ル
ー
ル
 

Ⅱ
．
女
性
の
日
常
生
活
の
状
況
分
析
 

2.
1 

 
女
性
の
1
日
の
日
課
 

女
性
の
日
常
生
活
の
重
要
な

局
面
を
確
認
す
る
。
 

一
日
の
日
課

グ
ル
ー
プ
の
女
性
が
1
日
の
日
課
に

つ
い
て
述
べ
る
。
起
床
時
間
、
そ
れ

か
ら
行
う
活
動
お
よ
び
就
床
ま
で
に

関
係
す
る
人
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
 

 
3
0
 m
in
. 

女
性
の
日
常
生
活
の
特

徴
把
握
 

2.
2 

 
女
性
の
家
族
の
福
祉
状
況
 
女
性
の
生
活
に
お
け
る
主
な

指
標
と
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

彼
女
達
の
認
識
を
分
析
す

る
。
 

家
庭
福
祉
の

マ
ト
リ
ッ
ク
ス

個
人
的
に
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
記
入
し
、

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で
数
値
と
そ
の
理

由
付
け
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
全
て

の
定
性
的
情
報
を
記
録
す
る
。
 

-
 
テ
キ
ス
ト
 

3
0
 m
in
. 

課
程
の
定
性
的
・
定
量
的

評
価
 

2.
3 

 
女
性
が
関
係
す
る
ア
ク
タ
ー
 
女
性
の
生
活
改
善
に
関
係
す

る
各
種
ア
ク
タ
ー
と
諸
機
関
を

確
認
す
る
。
 

V
e
n
n
ダ
イ
ア

グ
ラ
ム
 

模
造
紙
の
中
心
に
女
性
と
書
き
、
金

密
度
と
関
係
を
表
す
同
心
円
を
描
く
。

そ
の
後
、
女
性
と
子
供
の
生
活
状
況

改
善
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
係
し
て
い
る
各
種
ア
ク
タ
ー
ま

た
は
機
関
を
カ
ー
ド
に
書
き
出
す
よ
う

に
指
導
す
る
。
各
ア
ク
タ
ー
ま
た
は
機

関
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
そ
の
理
由

お
よ
び
確
立
さ
れ
た
関
係
に
つ
い
て

熟
考
す
る
。
 

-
 
テ
キ
ス
ト
 

 

4
5
 m
in
. 

ア
ク
タ
ー
と
諸
機
関
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課
題
 

目
的
 

技
術
 

手
順
 

補
助
教
材
 

時
間
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

2.
4 

 
｢以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
？
｣、
「
今
は
ど
う
な
の

か
？
」
、
そ
し
て
「
今
後
ど
う

あ
り
た
い
の
か
？
」
（
家
族

関
係
、
配
偶
者
と
の
関
係
、

自
分
の
子
供
の
教
育
、
家

庭
の
栄
養
、
健
康
、
家
庭

内
で
の
仕
事
、
女
性
の
価

値
観
）
 

女
性
の
生
活
の
変
化
が
ど
う

で
あ
っ
た
か
確
認
す
る
。
 

｢以
前
は
ど
う

で
あ
っ
た

か
？
｣ 

グ
ル
ー
プ
単
位
で
各
種
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
を
分
析
し
、
｢以
前
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
？
｣、
「
今
は
ど
う
な
の
か
？
」
、

そ
し
て
「
今
後
ど
う
あ
り
た
い
の
か
？
」

を
熟
考
す
る
。
 

− 
O
H
P
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
 

− 
O
H
P
シ
ー
ト

3
0
 m
in
. 

 

2.
5 

 
女
性
と
一
緒
に
指
標
を
確

立
す
る
。
  

          

そ
れ
ま
で
に
分
析
し
て
き
た
要

素
を
基
に
し
て
、
女
性
た
ち
が

指
標
を
決
定
す
る
。
 

全
体
セ
ッ
シ

ョ
ン
 

そ
れ
ま
で
に
分
析
し
て
き
た
要
素
を

基
に
し
て
、
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
を
容
易
に

す
る
指
標
を
決
定
す
る
。
 

− 
模
造
紙
 

− 
マ
ー
カ
ー
. 

− 
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
 

2
0
 m
in
. 

女
性
の
生
活
改
善
指
標
 

3
. 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
体
総
括
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
体
総
括

の
実
施
 

気
に
入
っ
た

こ
と
と
気
に

入
ら
な
か
っ

た
こ
と
 

用
紙
に
気
に
入
っ
た
こ
と
と
気
に
入
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
改
善
す
る
た
め
の
提
案
を
書
き

込
む
。
 

用
紙
 

3
0
 m
in
. 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
評
価
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付属資料７．  本調査関係の地図および統計資料 

 

 

 

表１．TGZ市の裨益コミュニティーのプロファイル (2000国勢調査)

地区名 AGEB コロニー名 Z1人口 Z3女性人口
Z4 0-4歳児
人口

Z83 平均学
齢

Z165世帯数
Z167 女性が
世帯主の世帯
数

Z167/Z165
%

Sub-total Albania 24765 12618 2977 6.87 5844 1363 23%

Albania 069-8 Albania Baja 4305 2228 451 8.95 1047 274 26%

Albania 113-0 Albania Alta 3812 1939 364 8.33 898 247 28%

Albania 114-5 Albania Alta 3671 1893 358 8.46 869 200 23%

Albania 143-1
Las Casitas, Nva.

Estrella
3759 1905 480 6.39 876 171 20%

Albania 211-A
Sta. Cruz, Las

Flores
1761 880 232 6.33 394 96 24%

Albania 244-4 Democracia 2752 1387 414 5.34 648 147 23%

Albania 245-9 Jardines del Nte. 1717 854 295 4.01 393 58 15%

Albania 259-0
Carmen, 12 de

Nov.
2988 1532 383 7.18 719 170 24%

Sub-total Patria Nueva 21623 9526 4147 5.99 4701 1218 25%

Patria Nva. 131-9
C.S. de Go. &
Patria Nueva

4289 2191 526 5.51 902 294 33%

Patria Nva. 132-3 Patria Nueva 3866 2016 436 6.5 837 212 25%

Patria Nva. 133-8 Patria Nueva 4381 2264 509 6.02 943 238 25%

Patria Nva. 184-0 Patria Nueva 3112 1617 364 6.15 694 163 23%

Patria Nva. 185-5 Paso Limon 1808 928 195 6.98 425 112 26%

Patria Nva. 201-6 Insurgentes 1384 179 707 4.76 295 72 24%

Patria Nva. 203-5 Cerro de Gpe 2783 331 1410 5.99 605 127 21%

TGZ Total 000-0 424579 220667 42920 8.75 103119 25186 24%

表2．SCC市の裨益コミュニティーのプロファイル (2000国勢調査)

地区名 AGEB Z1人口 Z3女性人口
Z4 0-4歳児
人口

Z83 平均学
齢

Z165世帯数
Z167 女性が
世帯主の世帯
数

Z167/Z165
%

Subtotal Maravillas 1856 954 332 17 366 59 16%
Maravillas 1. 047-1 756 387 113 6.67 147 24 16%
Maravillas 2. 052-2 885 454 163 5.33 170 20 12%
Maravillas 3. 076-8 215 113 56 4.72 49 15 31%

Subtotal America Libre 8506 4303 1438 27 1741 293 17%
America Libre 075-3 154 73 25 5.02 39 7 18%

Sub-total Plan de Ayala 1926 941 304 5 396 61 15%
Plan de Ayala 062-6 1926 941 304 5.24 396 61 15%

Sub-total Frac. Hormiga 4500 2348 805 11 910 164 18%
Frac. Hormiga 1. 071-5 1902 992 293 7.1 387 64 17%
Frac. Hormiga 2. 072-A 2598 1356 512 4.37 523 100 19%

SCC Total 000-0 112442 58504 13230 7.75 24793 5269 21%
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地図 プロジェクトサイトの地図 
 

 
 

 
 

チアパス州 

プロジェクトサイ

ト

図１．メキシコ合衆国の地図 

図２．チアパス州の地図 
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標高２２５０ｍ 
人口１４万人 

 
 
 
標高４５０ｍ 
人口４５万人 

 

 
 
 

約７０ｋｍ（１時間３０

分）

図３.プロジェクトサイトの位置関係 

Albania地区

Patria Nueva地

図４．  TGZ市の協力対象地区 
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図 5. SCC市の協力対象地区 

 

 
 

 

Frac. Hormiga地区 

Maravillas地区 

America Libre地区 

COMUNIDADES
Albarrada（プロジェ
クトサイト） 

Plan de Ayala地区 

図５. SCC市の協力対象地区 
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